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日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
三
巻
第
三
号　

平
成
十
八
年
十
月
二
十
六
日
受
付

平
成
十
九
年　
　

九
月
二
十
日
発
行　

平
成
十
九
年
四
月　
　

八
日
受
理

本
邦
牛
痘
種
痘
法
の
鼻
祖
中
川
五
郎
次
研
究
の
歩
み
（
下
）

―

（
6
）
平
成
時
代―

松　

木　

明　

知

弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科

〔
要
旨
〕
中
川
五
郎
次
の
本
格
的
研
究
は
、
一
八
八
五
年
小
貫
庸
徳
が
松
前
地
方
で
実
地
調
査
し
て
詳
細
な
報
告
を
行
っ

た
こ
と
に
始
ま
る
。
以
来
中
川
の
事
績
が
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
函
館
市
の
小
児
科
医
阿
部
龍
夫
は

一
九
四
三
年
に
「
中
川
五
郎
治
と
種
痘
伝
来
」
を
上
梓
し
た
が
、
中
川
研
究
に
お
い
て
大
き
な
進
歩
で
あ
っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
初
め
、
順
天
堂
大
学
の
村
山
七
郎
は
中
川
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
将
来
し
た
ロ
シ
ア
語
種
痘
書
を
特
定
し

て
翻
訳
し
た
。
こ
の
頃
著
者
（
松
木
）
は
馬
場
貞
由
が
こ
の
種
痘
書
を
一
八
二
〇
年
に
翻
訳
し
た
「
遁
花
秘
訣
」
の
各

種
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
を
行
な
い
、
同
時
に
中
川
家
、
小
針
屋
家
の
墓
碑
な
ど
を
実
地
に
調
査
し
て
、
彼
の
埋
葬
地

を
特
定
し
た
。
最
近
の
知
見
と
し
て
著
者
は
中
川
に
関
す
る
す
べ
て
の
史
料
を
網
羅
し
た
「
北
海
道
医
事
文
化
料
集
成
」

全
三
巻
を
発
行
し
て
研
究
者
の
便
を
図
っ
た
。

過
去
一
二
〇
年
間
、
中
川
に
関
す
る
多
く
の
論
考
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
で
誤
っ
た
文
献
を
引
用
さ
れ

て
重
大
な
誤
り
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド―

中
川
五
郎
次　

小
貫
庸
徳　

村
山
七
郎　

遁
花
秘
訣　

北
海
道
医
事
文
化
史
料
集
成



松木明知：本邦牛痘種痘法の鼻祖 中川五郎次研究の歩み（下） 424

6　

平
成
時
代
（
一
九
八
九
年
一
月
〜
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）

一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
東
邦
大
学
医
学
部
免
疫
学
研
究
室
の
木
村
一
郎
教
授
は
「
わ

（
113
）

が
国
で
最
初
に
種
痘
を
し
た
中
川
五
郎
治
の

牛
痘
苗
入
手
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
論
考
は
一
次
史
料
に
当
た
ら
ず
、
信
用
を
置
く
こ
と
が
出
来
な
い
論
文
か
ら

孫
引
き
し
て
書
い
た
典
型
例
で
あ
る
。
ま
た
史
料
と
し
て
吉
村
昭
の
「
北

（
97
）

天
の
星
」
を
挙
げ
て
い
る
。
小
説
は
史
料
と
な
ら
な
い
し
、

す
べ
き
で
な
い
。
日
野
鼎
斎
が
五
郎
次
に
痘
苗
の
分
与
を
依
頼
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
証
明
さ
れ
て
な
い
。
最
後
に
木

村
は
「
こ
れ
は
彼
、
ま
た
は
そ
の
関
係
者
が
痘
苗
入
手
の
た
め
、
国
禁
を
侵
し
て
国
外
に
出
た
こ
と
が
分
与
に
よ
っ
て
ば
れ
る
の
を
恐

れ
た
た
め
と
考
え
れ
ば
、
牛
痘
苗
の
入
手
先
が
シ
ベ
リ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
論
で
き
よ
う
。」
と
結
ん
で
い
る
。
当
時
の
北
辺
の
事

情
を
考
慮
す
れ
ば
、
木
村
の
推
論
な
ど
全
く
成
立
し
な
い
。
当
時
の
北
辺
の
大
勢
を
考
慮
に
入
れ
な
い
悪
例
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
に
著
者
は
「
北

（
114
、

115
）海

道
医
事
文
化
史
料
集
成
（
上
巻
、
下
巻
計
一
〇
一
四
頁
）」
を
編
集
上
梓
し
た
。
主
と

し
て
中
川
五
郎
次
に
関
す
る
史
料
を
写
真
版
、
な
い
し
は
活
字
化
覆
刻
し
た
も
の
で
、
上
巻
に
は
「
中
川
五
郎
治
関
係
文
書
」、「
御
申

上
荒
増
（
扣
）」、「
異
境
雑
話
」、「
五
郎
次
話
」、「
五
郎
治
招
状
」、「
白
鳥
雄
藏
種
痘
之
書
」、「
中
川
五
郎
治
種
痘
文
書
」、「
中
川
五

郎
治
と
種
痘
伝
来
」、「
遁
花
秘
訣
（
京
都
大
学
富
士
川
本
）」
を
収
め
、
下
巻
に
は
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
（
嘉
永
三
年
版
）」、「
遁
花
秘

訣
」
原
書
の
和
訳
（
村
山
七
郎
訳
）、「
遁
花
秘
訣
」
原
書
（
一
八
〇
三
年
版
）、「
遁
花
秘
訣
」
原
書
（
一
八
〇
五
年
版
）
中
川
五
郎
治

研
究
文
献
目
録
、「
魯
西
亜
漂
流
聞
書
」
な
ど
を
収
載
し
た
。
さ
ら
に
翌
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）
に
は
「
北

（
116
）

海
道
医
事
文
化
史
料
集

成
（
続
、
五
九
二
頁
）」
を
出
版
し
た
。
上
下
巻
に
収
載
出
来
な
か
っ
た
「
陥
北
聞
見
録
」、「
有
北
紀
聞
」、「
魯
西
亜
傳
牛
痘
種
法
之

記
」、「
北
海
道
種
痘
ノ
濫
觴
」
な
ど
種
痘
関
係
の
史
料
一
七
篇
を
収
め
て
あ
る
。
こ
れ
ら
三
冊
の
史
料
集
は
中
川
五
郎
次
研
究
の
基
礎

史
料
で
あ
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
は
最
早
五
郎
次
の
研
究
は
成
り
立
た
な
い
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
方
こ
の
頃
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
か
ら
九
五
年
（
平
成
七
）
に
は
取
り
上
げ
る
べ
き
論
文
は
少
な
い
。
杉

（
117
〜

119
）本

は
三
冊
の
著
書



日本医史学雑誌　第 53巻 3号（2007）425

の
中
で
「
遁
花
秘
訣
」
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
書
を
相
変
わ
ら
ず
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
著
書
の
ロ
シ
ア
語
訳
と
誤
解
し
て
い
る
。
鈴

（
120
）

木
喜
代
作
は
主
と
し
て
「
御
申
上
荒
増
」
を
参
考
に
し
て
五
郎
次
の
生
涯
を
小
学
生
向
け
に
分
か
り
易
く
解
説
し
た
。
こ
の
よ
う
な
試

み
も
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
四
年
（
平
成
六
）
北
海
道
大
学
の
秋
月
俊
幸
は
「
北

（
121
）

方
史
史
料
集
成
」
の
第
五
巻
に
「
五
郎
治
申
上
荒
増
（
御
申
上
荒
増
）」

を
活
字
化
覆
刻
し
、
解
説
を
執
筆
し
た
。
底
本
に
用
い
た
の
は
市
立
函
館
図
書
館
蔵
の
写
本
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
著
者
は
こ
れ

よ
り
四
年
前
の
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
に
「
北

（
114
）

海
道
医
事
文
化
史
料
集
成
（
上
）」
に
内
閣
本
を
活
字
化
覆
刻
し
た
が
、
秋
月
は
こ

の
こ
と
に
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
北
海
道
大
学
図
書
館
北
方
史
料
室
と
は
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
、
著
書
を
寄
贈
し
て
い
た
の

で
、
秋
月
が
こ
れ
を
知
ら
な
い
筈
は
な
い
。
無
視
す
る
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
五
年
（
平
成
七
）
中
尾
英
雄
は
「
江

（
122
）

戸
の
疱
瘡
医―

池
田
京
水
と
そ
の
一
族
」
を
著
し
た
が
、
五
郎
次
に
関
し
て
は
附
録
の

な
か
で
「
種
痘
の
先
覚
者　

中
川
五
郎
治
」
を
し
て
い
る
。
参
考
文
献
を
示
し
て
い
な
い
が
、
五
郎
次
が
帰
国
時
痘
苗
と
種
痘
針
を
持

ち
帰
っ
た
と
か
、
種
痘
さ
れ
た
人
数
を
「
二
千
人
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
吉
村
の
文
章
を
参
考
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
小

説
は
史
料
に
な
ら
な
い
。

翌
一
九
九
六
年
（
平
成
八
）
左
近
毅
と
河
合
忠
信
は
天
理
図
書
館
の
「
楽

（
123
）

亭
（
松
平
定
信
）
文
庫
」
中
に
「
異
境
雑
話
」
の
新
写
本

「
魯
西
亜
噺
本
」
を
発
見
し
、
活
字
化
覆
刻
し
た
。
市
立
函
館
図
書
館
蔵
の
写
本
で
省
略
さ
れ
た
図
も
描
か
れ
、
省
略
さ
れ
た
文
章
も

復
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
完
璧
に
近
い
写
本
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
左
近
ら
は
当
初
、
こ
れ
が
「
異
境
雑
話
」
で
あ
る
こ

と
を
認
識
せ
ず
、
筆
者
を
大
黒
屋
光
太
夫
と
一
緒
に
帰
国
し
た
神
昌
丸
の
磯
吉
と
推
定
し
た
。

こ
の
誤
り
は
左
近
ら
が
本
文
を
十
分
に
吟
味
し
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
九
五
頁
上
段
に
こ
の
写
本
の
著
者
が
イ

ル
ク
ー
ツ
ク
へ
行
き
、
そ
れ
か
ら
「
申
年
五
月
下
旬
頃
ヲ
ホ
ツ
カ
へ
立
帰
」
っ
た
と
あ
る
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

「
申
年
」
つ
ま
り
一
八
一
二
年
（
文
化
九
）
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
帰
っ
た
人
物
は
中
川
五
郎
次
た
だ
一
人
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
本
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写
本
の
著
者
は
中
川
五
郎
次
と
直
ち
に
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
左
近
ら
は
迂
闊
で
あ
っ
た
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
左
近
ら
は
後
で
こ
の
こ
と
に
気
が
付
き
、
本
書
を
正
し
く
中
川
五
郎
次
の
「
異
境
雑
話
」
の
新
写
本
と
し
た
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
）
に（

99
）加

藤
九
祚
が
一
層
完
璧
な
「
異
境
雑
話
」
の
写
本
の
発
掘
と
そ
の
活
字
化
が
望
ま
し
い

と
述
べ
た
こ
と
が
実
現
さ
れ
た
。

一
九
九
六
年
（
平
成
八
）
大
島
幹
雄
は
「
魯

（
124
）

西
亜
か
ら
来
た
日
本
人―

漂
流
民
善
六
物
語―

」
を
著
し
た
。
五
郎
次
が
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
州
知
事
テ
レ
ス
キ
ン
の
命
令
に
よ
っ
て
召
喚
さ
れ
同
地
に
滞
在
し
た
の
は
一
八
一
一
年
（
文
化
八
）
の
暮
か
ら
翌
一
八
一
二
年
（
文

化
九
）
二
月
の
上
旬
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
は
善
六
の
家
に
逗
留
し
た
。
善
六
は
石
巻
の
若
宮
丸
の
水
主
で
あ
っ
た
が
、

一
七
九
三
年
（
寛
政
五
）
一
一
月
に
時
化
に
遭
い
、
ア
リ
ュ
ウ
シ
ャ
ン
列
島
に
漂
着
し
た
。
そ
れ
か
ら
善
六
ら
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
で
生
活
し
た
が
、
善
六
は
一
七
九
六
年
（
寛
政
八
）
に
帰
化
し
た
。
こ
の
関
係
で
大
島
は
五
郎
次
に
言
及
し
て
い
る
が
、
格

別
の
新
知
見
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。
著
者
（
松
木
）
も
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
を
訪
れ
て
、
関
係
者
を
通
じ
て

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
大
学
、
市
立
図
書
館
に
五
郎
次
の
史
料
を
求
め
た
が
、
徒
労
に
終
わ
っ
た
。

一
九
九
七
年
（
平
成
九
）
著
者
（
松
木
）
は
「
魯

（
125
）

西
亜
牛
痘
全
書
」
の
発
行
に
至
た
る
経
緯
に
つ
い
て
、
詳
細
な
論
考
を
発
表
し
た
。

「
遁
花
秘
訣
」
が
翻
訳
さ
れ
る
に
到
っ
た
経
過
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
杉

（
117
〜

119
）本

つ
と
む
の
論
考
に
対
す
る
疑
義
、
著
者
（
松
木
）
が
所
蔵

し
て
い
る
嘉
永
三
年
版
と
安
政
二
年
版
の
「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
比
較
に
つ
い
て
述
べ
、「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
の
初
版
は

一
八
五
〇
年
（
嘉
永
三
）
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
本
論
文
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
に
決
着
が
着
い
た
と
思
う
。

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）
著
者
は
第
九
九
回
日
本
医
史
学
会
（
学
術
大
会
）
を
函
館
市
に
お
い
て
主
催
し
た
。
こ
の
年
が
中
川
五

郎
次
没
後
一
五
〇
年
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
牛
痘
種
痘
法
の
著
書
を
出
版
し
て
か
ら
二
〇
〇
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
学
会
の
主
題
を

「
北
方
系
の
種
痘
法
」
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
種
痘
法
に
関
連
し
て
外
国
か
ら
二
名
の
特
別
講
演
者
を
お
招
き
し
た
。
残
念
な
が
ら

特
別
講
演
者
の
一
人
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
の
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
ー
名
誉
教
授
は
来
日
直
前
交
通
事
故
で
急
逝
し
た
の
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で
、
著
者
が
生
前
預
か
っ
て
い
た
原
稿
を
代
読
し
た
。
こ
の
学
会
で
著
者
は
会
長
と
し
て
「
牛

（
126
）

痘
種
痘
法
の
鼻
祖
中
川
五
郎
治
に
関
し

て
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
少
な
く
と
も
日
本
の
医
学
の
通
史
に
お
い
て
中
川
五
郎
次
に
つ
い
て
言
及

す
る
際
、
著
者
の
こ
の
報
告
は
必
須
で
あ
ろ
う
。
医
学
史
研
究
者
も
先
行
す
る
研
究
を
十
分
に
把
握
理
解
し
て
論
文
を
執
筆
し
て
戴
き

た
い
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
学
会
の
主
催
を
記
念
し
て
「
中

（
127
）

川
五
郎
治
書
誌
」
を
上
梓
し
た
が
、
こ
れ
は
後
続
の
研
究
者
に
益
す
る
よ

う
配
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
著
作
に
対
し
て
第
一
〇
回
日
本
医
史
学
会
矢
数
医
史
学
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
）
に
は
重
要
な
論
文
が
三
篇
発
表
さ
れ
た
。
一
は
大
阪
市
立
大
学
の
左
近
に
よ
る
「
日

（
128
）

本
人
の
シ
ベ
リ
ア

認
識―

「「
五
郎
治
申
上
荒
増
」」
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
す
る
論
考
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
本
旨
は
「
五
郎
治
申
上
荒
増
」
の
現
代
語
訳

に
あ
る
が
、
そ
の
前
文
に
お
い
て
五
郎
次
の
略
歴
と
「
異
境
雑
話
」
に
つ
い
て
解
説
が
さ
れ
て
い
る
。
五
郎
次
の
経
歴
に
つ
い
て
は
諸

書
を
参
照
に
し
て
い
る
も
の
の
、
不
確
か
な
記
述
が
多
い
。
例
え
ば
五
郎
次
が
「
廻
船
問
屋
小
針
屋
」
に
生
ま
れ
た
と
か
、
一
八
〇
一

年
（
享
和
元
）
に
エ
ト
ロ
フ
島
の
会
所
の
稼
ぎ
方
に
な
っ
た
と
か
、「
龍
泉
寺
」
に
墓
が
あ
る
と
か
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
種
痘
書
の
ロ
シ

ア
語
訳
を
二
冊
将
来
し
た
と
か
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
誤
り
か
不
確
か
で
あ
る
。
彼
ら
が
新
写
本
「
魯
西
亜
噺
本
」
を
発
見
し
た
も
の
の
、

一
九
九
六
年
（
平
成
八
）
に
発
表
し
た（

123
）論

文
で
は
こ
の
写
本
が
「
異
境
雑
話
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
原
著
者
に
つ
い
て
も
誤
っ
た

推
定
を
し
て
い
た
。
こ
の
論
文
で
は
正
し
く
「
異
境
雑
話
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
五
郎
次
自
身
に
よ
る
写
本
に
よ
り
近
い
と
し
た
。「
異

境
雑
話
」
が
大
黒
屋
光
太
夫
の
「
北
槎
聞
略
」
に
劣
ら
ぬ
史
料
で
あ
る
と
い
う
評
価
に
つ
い
て
は
賛
意
を
表
す
る
。
左
近
は
本
稿
で

「
五
郎
治
申
上
荒
増
」
を
現
代
語
に
翻
訳
し
て
い
る
が
、
中
途
半
端
で
終
わ
っ
て
い
る
。
紙
数
の
関
係
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
お
か

し
な
話
で
、
紙
数
の
関
係
だ
け
で
あ
れ
ば
二
回
に
分
け
る
な
ど
し
て
完
全
な
テ
キ
ス
ト
を
読
者
に
提
供
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二
は
谷
沢
尚
一
の
「
中

（
129
）

川
五
郎
次
の
晩
年
」
と
題
す
る
論
文
で
あ
る
。
北
方
史
の
第
一
人
者
の
論
文
だ
け
あ
っ
て
史
料
を
博
捜
し
て

論
述
し
て
い
る
。
特
に
五
郎
次
の
名
前
に
つ
い
て
時
代
別
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
大
き
な
進
歩
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
新
史
料
と
し

て
提
示
し
た
一
八
四
二
年
（
天
保
一
三
）
の
借
用
証
文
の
筆
跡
を
五
郎
次
本
人
の
も
の
と
見
做
し
て
い
る
点
に
は
賛
意
を
表
す
る
こ
と
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は
出
来
な
い
。
書
道
の
専
門
家
の
意
見
を
求
め
た
が
、
筆
勢
は
七
十
三
歳
の
人
物
の
字
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
は
著
者
に
よ
る
論
文
で
あ
る
。「
続
々
日
本
の
医
史
跡
二
〇
選
」
に
「
北

（
130
）

海
道
松
前
郡
中
川
五
郎
治
顕
彰
の
碑
」
と
題
し
て
執
筆

し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）
著
者
は
函
館
市
に
お
い
て
第
九
九
回
日
本
医
史
学
会
を
主
催
し
た
。
五
郎
次
の

活
躍
し
た
松
前
で
開
催
し
て
も
良
い
か
と
も
考
え
た
が
、
交
通
の
便
を
考
慮
し
て
函
館
市
で
行
っ
た
。
学
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
記
念

し
て
、
松
前
町
に
中
川
五
郎
次
の
顕
彰
碑
を
建
立
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
松
前
町
教
育
委
員
会
と
も
密
に
連
絡
を
取
り
、
ま
た
多
大

な
協
力
も
得
て
公
園
に
一
角
に
「
中
川
五
郎
治
顕
彰
の
碑
」
を
建
立
し
、
学
会
の
前
日
、
一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）
五
月
一
六
日
に

イ
ギ
リ
ス
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
博
物
館
館
長
マ
ル
コ
ム
・
ビ
ー
ソ
ン
博
士
、
松
前
町
長
な
ど
の
参
列
を
得
て
序
幕
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

論
文
に
は
こ
の
式
典
に
至
る
経
緯
と
、
従
来
諸
書
に
よ
っ
て
流
布
し
て
い
る
五
郎
次
に
関
す
る
誤
っ
た
情
報
を
指
摘
し
て
訂
正
し
た
。

そ
し
て
誤
っ
た
情
報
が
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
無
批
判
に
流
さ
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

こ
の
年
、
北
海
道
古
文
書
解
読
サ
ー
ク
ル
は
道
立
文
書
館
所
蔵
の
「
五

（
131
）

郎
治
申
上
荒
増
（
全
）」
を
解
読
し
注
釈
を
付
し
て
「
古
文

書
叢
書
一
」
と
し
て
発
行
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
北
海
道
史
の
重
要
な
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト
に
解
読
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
そ
の
成

果
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
第
一
冊
目
に
「
五
郎
治
申
上
荒
増
」
を
取
り
上
げ
た
。（

114
）著

者
（
松
木
）
は
内
閣
文
庫
本
を
覆
刻
し
、（

121
）秋

月
俊

幸
は
函
館
本
を
覆
刻
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
で
い
わ
ゆ
る
「
五
郎
治
申
上
荒
増
（
御
申
上
荒
増
）」
の
主
要
な
写
本
は
活
字
化
覆
刻
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）（

132
）著

者
は
村
山
七
郎
訳
の
「
遁
花
秘
訣
」
の
訂
正
を
行
っ
た
。
村
山
が
一
八
〇
三
年
（
享
和
三
）
に
発
行

さ
れ
た
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
版
原
書
の
現
代
語
訳
を
発
表
し
た
の
は
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
）
で
あ
っ
た
。
以
来
著
者
は
こ
の
村
山
訳
を

活
用
し
て
き
た
が
、
原
書
と
比
較
し
て
見
る
と
誤
訳
や
語
句
の
脱
落
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
た
。
著
者
は
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）

に
「
北

（
114
、

115
）海

道
医
事
文
化
史
料
集
成
」
を
上
梓
し
た
が
、
そ
の
下
巻
に
村
山
の
現
代
語
訳
を
収
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
時
村
山
に
現

代
語
訳
に
誤
訳
と
語
句
の
脱
落
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
訂
正
方
を
お
願
い
し
た
が
、
高
齢
と
多
忙
の
た
め
訂
正
は
不
可
能
で
あ
り
、
著
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者
に
そ
の
業
を
託
さ
れ
た
。
一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
に
著
者
が
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
学
教
室
の
教
授
に
就
任
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
こ
の
作
業
は
し
ば
ら
く
放
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
漸
く
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
極
東
医
科
大
学
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
・
ケ
リ
ム
ス
キ
ー

教
授
や
ロ
シ
ア
語
研
究
者
の
協
力
を
得
て
、
誤
り
の
訂
正
と
脱
落
の
補
充
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
著
者
に
よ
り
村
山
教
授
の
誤
り
が

訂
正
さ
れ
て
、
ほ
ぼ
正
確
な
「
遁
花
秘
訣
」
の
原
書
の
現
代
語
訳
が
研
究
者
に
提
供
出
来
た
の
は
馬
場
貞
由
の
訳
稿
が
完
成
し
て
か
ら

実
に
一
八
〇
年
振
り
で
あ
る
。

こ
の
年
研
究
者
の
倫
理
に
大
き
く
違
反
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
論
文
の
筆
者
は
北
海
道
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
の
名
誉

教
授
犬
山
征
夫
で
あ
る
。
彼
は
「
種

（
133
）

痘
を
開
発
し
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
と
わ
が
国
で
初
め
て
種
痘
を
行
っ
た
中
川
五
郎
治
」
に
お
い
て
、

誤
っ
て
中
川
五
郎
次
の
肖
像
な
る
も
の
を
掲
げ
て
い
る
が
、
図
6
「
中
川
家
の
家
系
図
」、
図
8
「
遁
花
秘
訣
」
ロ
シ
ア
語
原
書
（
モ

ス
ク
ワ
版
、
一
八
〇
五
）
と
「
遁
花
秘
訣
」
写
本
武
田
本
Ｃ
（
右
）、
図
9
「
遁
花
秘
訣
」
の
写
本
の
一
部
（
左
）
と
種
痘
図

（
一
八
〇
五
年
版
）
第
一
一
〜
一
六
日
（
右
）
は
著
者
（
松
木
）
の
著
書
か
ら
の
無
断
引
用
で
あ
る
。
本
文
に
お
い
て
も
「
Ⅴ
・
中
川

五
郎
治
の
生
い
立
ち
」
の
記
述
も
殆
ど
著
者
（
松
木
）
の
著
書
を
要
約
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
文
末
の
「
文
献
」
に
は
著
者
の
論

文
は
一
つ
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
医
育
機
関
、
そ
れ
も
い
わ
ゆ
る
旧
帝
大
の
一
つ
で
あ
る
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
が
こ
の
よ
う
な
研
究

者
と
し
て
の
倫
理
に
大
き
く
違
反
す
る
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
そ
の
経
歴
に
消
去
出
来
な
い
汚
点
を
残
し
た
こ
と

を
反
省
す
べ
き
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
〜
二
年
（
平
成
一
三
〜
四
）
に
か
け
て
は
著
者
以
外
に
よ
る
数
篇
の
論
文
が
披
見
さ
れ
る
が
、
特
記
す
べ
き
も
の
は
な
い
。

著
（

134
）

者
は
中
川
五
郎
次
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
将
来
し
た
二
冊
の
ロ
シ
ア
語
種
痘
書
の
内
、
未
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
一
冊
に
つ
い
て
の
考
察

を
行
い
、
そ
の
可
能
性
の
高
い
一
冊
に
つ
い
て
現
代
語
に
訳
し
て
発
表
し
た
。
五
郎
次
研
究
上
、
些
か
の
進
歩
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

う
。二

〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
）
吉
村
昭
は
「
歴

（
135
）

史
の
影
絵
」
を
文
春
文
庫
の
一
冊
と
し
て
著
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
種
痘
伝
来
記
」
が
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収
載
さ
れ
て
い
る
。
当
然
五
郎
次
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
記
述
は
吉
村
が
そ
れ
ま
で
に
書
い
た
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
年
切

田
未
良
は
「
過

（
136
）

去
帳―

永
遠
に
生
き
て
い
る
名
の
発
見
」
を
発
行
し
た
が
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
）
に
上
梓
し
た
「
私

（
104
）

の
見
た
佛

た
ち―
過
去
帳
を
訪
ね
て―

」
の
改
訂
版
で
あ
る
。
繰
り
返
し
て
述
べ
る
が
、
彼
女
が
実
際
に
中
川
五
郎
次
の
墓
を
調
査
し
て
い
な
い

こ
と
は
墓
の
寸
法
を
誤
っ
て
お
り
、
墓
の
写
真
も
著
者
の
著
書
か
ら
無
断
で
転
載
し
た
こ
と
は
墓
の
手
前
に
移
っ
て
い
る
雑
草
の
位
置

と
長
さ
で
証
明
さ
れ
る
。（

137
）泉　

秀
樹
は
私
学
共
済
の
広
報
誌
「
レ
タ
ー
」
に
「
種
痘
の
種
を
蒔
く
」
と
題
し
て
中
川
五
郎
次
の
生
涯
を

記
し
た
。
一
般
の
人
に
も
分
か
り
易
く
記
し
た
点
は
評
価
で
き
る
が
、「
児
玉
嘉
内
」
を
「
小
玉
嘉
内
」、「
大
村
治
五
平
」
を
「
木
村

治
五
平
」
な
ど
誤
っ
て
い
る
点
が
気
に
な
る
。

（
138
）胡

谷
（
え
び
す
だ
に
）
真
は
「
天
然
痘
の
ワ
ク
チ
ン
を
ロ
シ
ア
か
ら
伝
え
た
漂
流
民
の
久
蔵
」
の
生
涯
を
簡
単
に
記
し
た
。
直
接
五

郎
次
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
生
活
を
共
に
し
た
久
蔵
で
あ
り
、
彼
が
種
痘
法
へ
の
関
心
を
持
っ
た
の
も
五
郎
次
の
示

唆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
。

二
〇
〇
五
年
（
平
成
一
七
）
七
月
一
九
日
、
日
本
学
術
会
議
第
七
部
の
夏
部
会
が
函
館
市
の
北
海
道
大
学
水
産
学
部
講
堂
で
開
催
さ

れ
た
。
著
者
は
第
七
部
会
員
と
し
て
「
シ

（
139
）

ベ
リ
ア
で
牛
痘
種
痘
術
を
学
ん
だ
中
川
五
郎
治
の
数
奇
な
運
命
」
と
題
す
る
特
別
講
演
を

行
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
江
戸
時
代
以
前
の
文
化
の
伝
播
を
通
観
す
る
と
、
中
国
大
陸
、
朝
鮮
半
島
か
ら
ま
ず
九
州
地
方
に
入
っ
て
、

そ
れ
か
ら
中
国
・
四
国
地
方
、
関
東
地
方
へ
と
向
か
う
の
が
常
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
が
東
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端
に
位
置
す
る
と
い

う
地
理
的
理
由
に
も
よ
る
が
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
人
達
が
高
い
文
化
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
文
化
伝
播
に
お

け
る
東
漸
北
上
の
原
則
と
も
云
え
よ
う
。

し
か
し
こ
の
原
則
に
反
す
る
事
例
が
二
つ
だ
け
存
在
す
る
。
一
つ
は
シ
ベ
リ
ア
経
由
の
種
痘
法
の
伝
来
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
津
軽

地
方
の
阿
片
の
生
産
で
あ
る
。
前
者
の
シ
ベ
リ
ア
経
由
種
痘
法
の
伝
来
と
は
、
も
ち
ろ
ん
五
郎
次
が
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
郎
次

の
系
譜
、
生
涯
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
将
来
し
た
ロ
シ
ア
語
の
種
痘
書
、
種
痘
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
、
最
後
に
著
者
が
松
前
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町
の
協
力
を
得
て
松
前
公
園
に
中
川
五
郎
次
の
顕
彰
碑
を
建
立
し
、
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
九
月
に
五
郎
次
の
生
ま
れ
た
南
部
川
内
村

（
現
青
森
県
下
北
郡
む
つ
市
川
内
町
）
に
「
中
川
五
郎
治
生
誕
之
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
た
。

片
倉
正
晴
は
「
続

（
140
）

々
日
本
の
な
か
の
ロ
シ
ア
」
の
中
で
中
川
五
郎
次
に
つ
い
て
執
筆
し
た
が
、
記
述
は
短
文
な
が
ら
概
ね
正
し
い
。

函
館
市
高
龍
寺
の
中
川
家
の
墓
碑
、「
遁
花
秘
訣
」
の
ロ
シ
ア
語
原
書
、
松
前
町
の
「
中
川
五
郎
治
顕
彰
の
碑
」、
川
内
町
の
「
中
川
五

郎
治
生
誕
之
碑
」
の
写
真
を
示
し
て
判
り
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
一
般
向
け
の
文
章
も
大
切
で
あ
り
評
価
し
た
い
。
た
だ
し
ロ
シ
ア
語

原
書
は
一
八
〇
三
年
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
版
を
示
す
べ
き
で
あ
り
、
五
郎
次
は
「
植
え
疱
瘡
を
職
業
と
し
て
そ
の
報
酬
で
暮
ら
し
た
」
と

あ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
改
訂
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

札
幌
の
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
は
「
ほ

（
141
）

っ
か
い
ど
う
百
年
物
語
」（
第
六
集
）
を
出
版
し
た
。
一
三
四
頁
か
ら
一
四
五
頁
ま
で
は
中
川
五
郎

次
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
般
の
人
も
気
軽
に
読
め
る
よ
う
に
分
か
り
易
く
書
い
た
努
力
は
認
め
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て

誤
っ
た
こ
と
を
書
き
、
不
確
か
な
こ
と
を
あ
た
か
も
事
実
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
記
す
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
こ
の
短
い
一
二
頁
の
文

章
に
些
細
な
点
も
含
め
る
と
十
数
か
所
の
誤
り
が
あ
る
。
第
一
に
五
郎
次
の
肖
像
な
る
も
の
を
掲
げ
て
い
る
の
は
大
き
な
間
違
い
で
あ

る
。
五
郎
次
が
蝦
夷
地
へ
渡
っ
た
の
は
「
一
二
歳
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
証
拠
は
な
い
。
両
親
も
松
前
に
渡
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ

も
誤
り
で
あ
る
。
指
摘
す
れ
ば
際
限
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
誤
り
は
先
行
す
る
研
究
を
全
く
無
視
し
た
た
め
に
生
じ
た
の
で
あ
り
、
た

と
え
一
般
人
向
け
に
書
い
た
と
し
て
も
、
執
筆
者
は
先
行
研
究
を
十
分
に
咀
嚼
理
解
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
平
成
時
代
の
研
究
を
概
説
し
た
が
、
こ
の
期
に
お
い
て
は
著
者
に
よ
る
中
川
五
郎
次
に
関
す
る
殆
ど
す
べ
て
の
根
本
史
料
が
覆

刻
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
纏
め
て
書
誌
を
発
行
し
た
こ
と
も
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
左
近
ら
に

よ
っ
て
「
異
境
雑
話
」
の
ほ
ぼ
完
全
な
写
本
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
人
向
け
の
解
説
書
や
啓
蒙
書

の
大
半
に
お
い
て
、
新
し
い
研
究
が
何
ら
参
考
に
さ
れ
ず
に
、
重
大
な
過
ち
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
深
刻
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
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医
学
史
か
ら
（
九
）―

種
痘
の
伝
来―

」『
日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版
』
二
五
号
、
九
〜
一
〇
頁
、
一
九
六
四

（
51
）
小
川
鼎
三
「
日
本
の
医
学
史
か
ら
（
一
五
）―

補
遺
と
訂
正―

」『
日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版
』
三
一
号
、
九
〜
一
〇
頁
、
一
九
六
四

（
52
）
村
山
七
郎
「
日
本
最
初
の
牛
痘
法
文
献
の
原
書
」『
順
天
堂
医
学
雑
誌
』
一
一
巻
二
号
、
一
〇
九
〜
一
一
六
頁
、
一
九
六
五

（
53
）
村
山
七
郎
「『
遁
花
秘
訣
』
原
書
の
和
訳
（
一
）」『
順
天
堂
医
学
』
一
一
巻
四
号
、
九
七
〜
一
〇
三
頁
、
一
九
六
六

（
54
）
村
山
七
郎
「『
遁
花
秘
訣
』
原
書
の
和
訳
（
二
）」『
順
天
堂
医
学
』
一
二
巻
一
号
、
一
〇
二
〜
一
〇
七
頁
、
一
九
六
六

（
55
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
」『
日
本
医
事
新
報
』
二
一
六
三
号
、
四
三
〜
四
四
頁
、
一
九
六
五

（
56
）
小
川
鼎
三
「
種
痘
法
の
伝
来
と
お
玉
ケ
池
種
痘
所
」『
学
士
会
報
』
六
九
二
号
、
七
〜
一
一
頁
、
一
九
六
六

（
57
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
の
系
譜
」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
一
八
三
号
、
一
〜
七
頁
、
一
九
六
六

（
58
）
阿
部
龍
夫
「
中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
」『
北
海
道
地
方
研
究
』
六
三
号
、
六
〜
一
一
頁
、
一
九
六
七

（
59
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
の
系
譜―

続―

　

―

諸
寺
院
過
去
帳
に
基
づ
く
中
川
家
の
系
図―

」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
一
九
〇
号
、

一
〜
七
頁
、
一
九
六
七

（
60
）
松
木
明
知
「『
白
鳥
雄
蔵
種
痘
之
書
』
に
つ
い
て―

中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
に
関
連
し
て―

」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
三
巻
一
号
、
五
四
〜

六
〇
頁
、
一
九
六
七
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（
61
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
と
中
川
家
の
塋
域
」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
一
九
一
号
、
一
〜
九
頁
、
一
九
六
七

（
62
）
松
木
明
知
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
牛
痘
種
痘
法
の
起
源―

中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
に
関
連
し
て―

」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
三
巻
二
号
、

四
五
〜
四
九
頁
、
一
九
六
七

（
63
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
関
係
文
書
そ
の
ほ
か
」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
一
九
九
号
、
一
〜
九
頁
、
一
九
六
七

（
64
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
に
関
す
る
最
近
の
知
見
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
三
巻
三
号
、
二
六
〜
三
二
頁
、
一
九
六
七

（
65
）
松
木
明
知
「
白
鳥
雄
蔵
と
白
鳥
家
の
塋
域
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
三
巻
三
号
、
三
三
〜
三
七
頁
、
一
九
六
七

（
66
）
武
茂
（
む
も
）
信
雄
「
臼
井
偵
庵
の
種
痘―

大
館
の
医
師
だ
っ
た―

」『
秋
田
魁
新
報
』
一
九
六
七
年
一
二
月
五
日

（
67
）
吉
成
直
太
郎
「
秋
田
に
お
け
る
ロ
シ
ア
伝
来
の
種
痘
法
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
四
巻
一
号
、
四
四
〜
四
七
頁
、
一
九
六
八

（
68
）
小
川
鼎
三
、
酒
井
シ
ヅ
「
遁
花
秘
訣
（
二
種
）
と
魯
西
亜
牛
痘
全
書
と
村
山
七
郎
訳
ロ
シ
ア
原
書
の
内
容
の
比
較
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

一
四
巻
一
号
、
一
一
九
〜
一
二
二
頁
、
一
九
六
八

（
69
）
松
木
明
知
「
青
森
県
に
お
け
る
種
痘
の
歴
史
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
四
巻
一
号
、
一
〜
四
頁
、
一
九
六
八

（
70
）
松
木
明
知
「
秋
田
種
痘
史
に
関
す
る
一
史
料―

白
鳥
雄
蔵
の
種
痘
法―

」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
二
一
二
号
、
一
〜
一
三
頁
、

一
九
六
八

（
71
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
の
系
譜―

追
補―
」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
二
一
六
号
、
一
〜
六
頁
、
一
九
六
八

（
72
）
北
海
道
総
務
部
行
政
資
料
室
『
開
拓
の
群
像
（
下
）』
二
四
二
〜
二
四
七
頁
、
北
海
道
庁
、
札
幌
市
、
一
九
六
九

（
73
）
飯
田
吉
次
郎
「
中
川
五
郎
治
と
郷
土
の
牛
」
大
野
役
場
『
大
野
町
史
』
四
八
〇
〜
四
八
二
頁
、
大
野
町
、
一
九
七
〇

（
74
）
鳴
海
健
太
郎
「
日
本
に
お
け
る
種
痘
の
鼻
祖
中
川
五
郎
治
」『
月
刊
あ
お
も
り
』
二
巻
三
号
、
二
四
〜
二
七
頁
、
一
九
七
〇

（
75
）
松
木
明
知
「『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
（
一
）」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
二
三
〇
号
、
一
〜
五
頁
、
一
九
七
〇

（
76
）
松
木
明
知
「
松
前
藩
医
桜
井
小
膳
の
塋
域
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
六
巻
四
号
、
四
八
〜
五
四
頁
、
一
九
七
〇

（
77
）
松
木
明
知
「『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
（
二
）―

武
田
本
「
遁
花
秘
訣
」
写
本C

に
つ
い
て―

」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』

二
三
四
号
、
一
〜
一
一
頁
、
一
九
七
〇

（
78
）
松
木
明
知
「
種
痘
法
の
移
入
と
弘
前
藩
の
態
度
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
六
巻
三
号
、
四
四
〜
五
〇
頁
、
一
九
七
〇

（
79
）
松
木
明
知
「『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
（
三
）―

狩
野
本
「
遁
花
秘
訣
」
に
つ
い
て―

」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』

二
四
三
号
、
一
九
〜
二
五
頁
、
一
九
七
一
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（
80
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
覚
え
書
」『
東
奥
文
化
』
四
二
号
、
一
七
〜
一
九
頁
、
一
九
七
一

（
81
）
松
木
明
知
「
秋
田
藩
医
斎
藤
養
達―

と
く
に
白
鳥
雄
蔵
と
の
関
係―

」　

日
本
医
史
学
雑
誌　

一
七
巻　

二
号　

一
一
一
〜
一
一
七
頁　

昭
和

四
六
年
（
一
九
七
一
）
六
月

（
82
）
木
崎
良
平
「
安
芸
の
久
蔵
の
『
魯
斉
亜
国
漂
流
聞
書
』」『
鹿
児
島
大
史
録
』
四
号
、
一
五
三
〜
一
八
〇
頁
、
一
九
七
一

（
83
）
木
崎
良
平
「
ロ
シ
ア
へ
の
漂
流
民
久
蔵
の
墓―

日
魯
関
係
史
話
（
そ
の
四
）―

」『
鹿
児
島
大
史
録
』
四
号
、
一
八
一
〜
一
八
四
頁
、
一
九
七
一

（
84
）
安
井　

広
「『
遁
花
秘
訣
』
の
一
写
本
に
つ
い
て
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
七
巻
一
号
、
二
五
〜
二
六
頁
、
一
九
七
一

（
85
）
阿
部
龍
夫
「
種
痘
事
始
」『
嗜
好　

別
冊
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
（
明
治
屋
）』
第
三
号
、
三
四
〜
三
九
頁
、
一
九
七
一

（
86
）
吉
村　

昭
『
日
本
医
家
伝
』
一
三
一
〜
一
五
二
頁
、
講
談
社
、
東
京
、
一
九
七
一

（
87
）
小
川
鼎
三　

酒
井
シ
ヅ
「
近
代
医
学
の
先
駆―

解
体
新
書
と
遁
花
秘
訣―

」
広
瀬
秀
雄
、
中
山
茂
、
小
川
鼎
三
校
注
『
日
本
思
想
大
系
（
六
五
）

洋
学
（
下
）』
五
一
三
〜
五
二
五
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
二

（
88
）
松
木
明
知
「『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
書
誌
学
的
研
究
（
四
）―

国
会
本
「
遁
花
秘
訣
」
に
つ
い
て―

」『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』

二
五
五
号
、
一
〜
七
頁
、
一
九
七
二

（
89
）
杉
本
つ
と
む
「『
遁
花
秘
訣
』
と
そ
の
翻
訳―

わ
が
国
最
初
の
ロ
シ
ア
書
の
翻
訳
」『
初
源
』
二
号
、
二
四
四
〜
二
三
二
頁
、
一
九
七
一

（
90
）
杉
本
つ
と
む
「『
遁
花
秘
訣
』
と
そ
の
翻
訳―
わ
が
国
最
初
の
ロ
シ
ア
語
書
の
翻
訳―

」『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』
七
号
、
一
〜
一
三
頁
、

一
九
七
二

（
91
）
北
海
道
総
務
部
行
政
資
料
室
『
北
海
道
開
拓
功
労
者
関
係
資
料
収
録
（
下
）』
一
八
〜
一
九
頁
、
北
海
道
庁
、
札
幌
市
、
一
九
七
二

（
92
）
藤
野
恒
三
郎
「
種
痘
法
の
今
と
昔
（
七
）
中
川
五
郎
治
と
牛
痘
種
痘
」『
診
療
と
保
険
』
一
五
巻
三
号
、
一
九
二
〜
一
九
三
頁
、
一
九
七
三

（
93
）
藤
野
恒
三
郎
「
種
痘
法
の
昔
と
今
（
八
）
中
川
五
郎
治
の
牛
痘
種
痘
と
秋
田
藩
」『
診
療
と
保
険
』
一
五
巻
六
号
、
七
五
六
〜
七
六
一
頁
、

一
九
七
三

（
94
）
松
木
明
知
『
北
海
道
の
医
史
』
津
軽
書
房
、
弘
前
市
、
一
九
七
三

（
95
）
松
橋
栄
信
「
種
痘
」『
秋
田
魁
新
報
』
一
九
七
三
年
一
月
一
八
日

（
96
）
楠
美
鉄
二
『
あ
っ
ぱ
れ
五
郎
治―

蝦
夷
地
警
固
と
青
森
県―

』
東
奥
日
報
社
、
青
森
市
、
一
九
七
四

（
97
）
吉
村　

昭
（
参
考
）『
北
天
の
星
（
上
・
下
）』
講
談
社
、
東
京
、
一
九
七
五

（
98
）
木
崎
良
平
「
中
川
五
郎
治
に
関
す
る
文
献―

日
魯
関
係
史
雑
話
（
そ
の
八
）―

」『
鹿
児
島
大
史
録
』
八
号
、
一
八
一
〜
一
八
三
頁
、
一
九
七
五
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（
99
）
加
藤
九
祚
「
中
川
五
郎
治
の
見
た
シ
ベ
リ
ア
諸
民
俗
」『
国
立
民
族
博
物
館
研
究
報
告
』
一
巻
一
号
、
一
五
二
〜
一
五
八
頁
、
一
九
七
六

（
100
）
花
山
寛
美
「
牛
痘
接
種
の
は
じ
め
」『
日
本
医
事
新
報
』
二
八
一
五
号
、
六
二
〜
六
三
頁
、
一
九
七
八

（
101
）
吉
村　

昭
「
口
を
寄
せ
て
チ
ウ
…
と
云
ふ
也―

中
川
五
郎
治
に
つ
い
て―

『
北
海
道
取
材
ノ
ー
ト
か
ら
』（
一
〇
）」『
月
刊
ダ
ン
』
一
〇
月
号
、

一
四
八
〜
一
五
〇
頁
、
一
九
七
九

（
102
）
吉
村　

昭
「
水
鉄
砲
外
科
の
こ
と―

中
川
五
郎
治
に
つ
い
て―

『
北
海
道
取
材
ノ
ー
ト
』
か
ら
（
一
一
）」『
月
刊
ダ
ン
』
一
一
月
号
、

一
四
八
〜
一
五
〇
頁
、
一
九
七
九

（
103
）
吉
村　

昭
「
天
下
の
一
大
事―

中
川
五
郎
治
に
つ
い
て―

『
北
海
道
取
材
ノ
ー
ト
』
か
ら
（
一
二
）」『
月
刊
ダ
ン
』
一
二
月
号
、
一
四
八
〜

一
五
〇
頁
、
一
九
七
九

（
104
）
切
田
未
良
『
私
の
見
た
佛
た
ち―

過
去
帳
を
訪
ね
て―

』
一
六
九
〜
一
七
六
頁
、
あ
づ
ま
書
房
、
仙
台
市
、
一
九
七
九

（
105
）
小
竹
英
夫
他
編
『
北
海
道
医
師
会
史
一
九
七
九
』
北
海
道
医
師
会
、
札
幌
市
、
一
九
七
九

（
106
）
浦
上
五
六
『
愛
の
種
痘
医―
日
本
天
然
痘
物
語―

』
恒
和
出
版
、
東
京
、
一
九
八
〇

（
107
）
石
田
秀
一
『
秋
田
の
医
史
』
一
二
〜
二
〇
頁
、
私
家
版
、
一
九
八
一

（
108
）
蒲
原　

宏
、
藤
井
宣
正
「
中
川
五
郎
治
の
種
痘
に
関
す
る
小
史
料―

新
潟
で
発
見
さ
れ
た
北
方
系
種
痘
資
料
紹
介―

」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

二
七
巻
三
号
、
二
二
八
〜
二
二
九
頁
、
一
九
八
一

（
109
）
吉
村　

昭
「
北
天
の
星―

中
川
五
郎
治
の
事
跡―
」『
順
天
堂
医
学
』
二
八
巻
四
号
、
五
三
八
〜
五
四
四
頁
、
一
九
八
二

（
110
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
の
種
痘
法
の
研
究―
新
た
に
発
見
さ
れ
た
被
接
種
者―

」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
九
巻
一
号
、
三
五
〜
四
一
頁
、

一
九
八
三

（
111
）
吉
村　

昭
『
万
年
筆
の
旅
（
作
家
ノ
ー
ト
Ⅱ
）』（
文
春
文
庫
）
二
四
〇
〜
二
六
五
頁
、
文
芸
春
秋
社
、
東
京
、
一
九
八
六

（
112
）
添
川
正
夫
『
日
本
痘
苗
史
序
説
』
二
五
〜
四
二
頁
、
近
代
出
版
、
東
京
、
一
九
八
七

（
113
）
木
村
一
郎
「
我
が
国
で
最
初
に
種
痘
を
し
た
中
川
五
郎
治
の
牛
痘
苗
入
手
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
免
疫
薬
理
』
七
巻
二
号
、
二
〇
三
頁
、

一
九
八
九

（
114
）
松
木
明
知
編
『
北
海
道
医
事
文
化
史
料
集
成
（
上
）』
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
九
九
〇

（
115
）
松
木
明
知
編
『
北
海
道
医
事
文
化
史
料
集
成
（
下
）』
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
九
九
〇

（
116
）
松
木
明
知
『
北
海
道
医
事
文
化
史
料
集
成
（
続
）』
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
九
九
一
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（
117
）
杉
本
つ
と
む
『
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
Ⅴ―

翻
訳
の
方
法
に
関
す
る
研
究　

資
料　

総
牽
引―

』
七
一
〜
一
〇
八
頁
、
早
稲
田

大
学
出
版
部
、
東
京
、
一
九
八
二

（
118
）
杉
本
つ
と
む
『
長
崎
通
詞
も
の
が
た
り
』
二
一
一
〜
二
四
七
頁
、
開
拓
社
、
東
京
、
一
九
九
〇

（
119
）
杉
本
つ
と
む
『
江
戸
の
翻
訳
家
た
ち
』
一
四
五
〜
二
〇
九
頁
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
東
京
、
一
九
九
五

（
120
）
鈴
木
喜
代
作
『
オ
ロ
シ
ア
雪
原
の
逃
亡
者―

日
本
に
は
じ
め
て
種
痘
法
を
も
ち
こ
ん
だ
男―

』P
H

P

研
究
所
、
東
京
、
一
九
九
二

（
121
）
秋
月
俊
幸
「
五
郎
治
申
上
荒
増
」
解
説　

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
札
幌
市
、
北
方
史
史
料
集
成
編
集
委
員
会
「
北
方
史
史
料
集
成
」
第

五
巻
、
三
〜
二
二
頁
、
一
九
九
四

（
122
）
中
尾
英
雄
『
江
戸
の
疱
瘡
医―

池
田
京
水
と
そ
の
一
族
』
一
六
〇
〜
一
六
二
頁
、
私
家
版
、
一
九
九
五

（
123
）
左
近　

毅　

河
合
忠
信
「
楽
亭
（
松
平
定
信
）
文
庫　

旧
蔵
『
魯
西
亜
噺
本
』―

解
説
と
翻
刻―

」『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
〇
五
号
、
八
一
〜

一
三
三
頁
、
一
九
九
六

（
124
）
大
島
幹
雄
『
魯
西
亜
か
ら
来
た
日
本
人―

漂
流
民
善
六
物
語―

』
広
済
堂
出
版
、
東
京
、
一
九
九
六

（
125
）
松
木
明
知
「
馬
場
佐
十
郎
訳
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
刊
行
年
に
つ
い
て
」『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
二
七
〇
号
、
六
〜
一
二
頁
、
一
九
九
七

（
126
）
松
木
明
知
「
牛
痘
種
痘
法
の
鼻
祖
中
川
五
郎
治
に
関
し
て
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
四
巻
二
号
、
五
〜
七
頁
、

一
九
九
八

（
127
）
松
木
明
知
編
『
中
川
五
郎
治
書
誌―

本
邦
種
痘
法
の
鼻
祖―

』
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
九
九
八

（
128
）
左
近　

毅
「
日
本
人
の
シ
ベ
リ
ア
認
識―

『
五
郎
治
申
上
荒
増
』
を
め
ぐ
っ
て―

」『
人
文
研
究
・
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
五
一
巻
、

六
二
一
〜
六
六
八
頁
、
一
九
九
九

（
129
）
谷
沢
尚
一
「
中
川
五
郎
次
の
晩
年
」『
北
辰
』
二
号
、
三
〜
一
一
頁
、
一
九
九
九

（
130
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
顕
彰
の
碑
」
ア
ッ
プ
ル
ハ
ウ
ス
編
『
続
々
日
本
の
医
史
跡
二
〇
選
』
一
二
〜
一
五
頁
、
バ
イ
エ
ル
薬
品
株
式
会
社
、

東
京
、
一
九
九
九

（
131
）
北
海
道
古
文
書
解
読
サ
ー
ク
ル
『
解
読　

五
郎
治
申
上
荒
増
（
全
）』（
古
文
書
解
読
叢
書
一
）、
札
幌
市
、
一
九
九
九

（
132
）
松
木
明
知
「
馬
場
貞
由
訳
『
遁
花
秘
訣
』
の
新
研
究―

村
山
七
郎
に
よ
る
現
代
語
訳
の
訂
正―

」『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
三
一
四
号
、
一
〜

一
五
頁
、
二
〇
〇
〇

（
133
）
犬
山
征
夫
「
種
痘
を
開
発
し
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
と
我
が
国
で
初
め
て
種
痘
を
行
っ
た
中
川
五
郎
治
」『
Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ｎ
Ｓ
』
一
六
巻
一
一
号
、
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一
七
九
二
〜
一
七
九
九
頁
、
二
〇
〇
〇

（
134
）
松
木
明
知
「
中
川
五
郎
治
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
将
来
し
た
ロ
シ
ア
語
牛
痘
種
痘
書
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
三
〇
巻
二
号
、

九
〜
三
六
頁
、
二
〇
〇
二

（
135
）
吉
村　

昭
『
歴
史
の
影
絵
』（
文
春
文
庫
）
三
五
〜
五
三
頁
、
文
芸
春
秋
社
、
東
京
、
二
〇
〇
三

（
136
）
切
田
未
良
『
過
去
帳―

永
遠
に
生
き
て
い
る
名
の
発
見―

』
一
八
四
〜
一
九
二
頁
、
日
本
橋
丸
善
出
版
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
二
〇
〇
三

（
137
）
泉　

秀
樹
「
種
痘
の
種
を
蒔
く―

中
川
五
郎
治
の
数
奇
な
生
涯―

」『
レ
タ
ー
』（
私
学
共
済
組
合
広
報
誌
）
三
四
巻
、
一
四
〜
一
五
頁
、

二
〇
〇
三

（
138
）
胡
谷
（
え
び
す
だ
に
）
真
「
天
然
痘
の
ワ
ク
チ
ン
を
ロ
シ
ア
か
ら
伝
え
た
漂
流
民
の
久
蔵
」『
続
日
本
の
な
か
の
ロ
シ
ア
』
五
四
〜
五
五
頁
、

東
洋
書
店
、
東
京
、
二
〇
〇
三

（
139
）
松
木
明
知
「
シ
ベ
リ
ア
で
牛
痘
種
痘
術
を
学
ん
だ
中
川
五
郎
治
の
数
奇
な
運
命
」『
医
歯
薬
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』
九
号
、
五
〜
六
頁
、

二
〇
〇
五

（
140
）
片
倉
正
晴
「
種
痘
法
を
ロ
シ
ア
か
ら
持
ち
帰
っ
た
中
川
五
郎
治
」『
続
々
日
本
の
な
か
の
ロ
シ
ア
』
六
〇
〜
六
三
頁
、
東
洋
書
店
、
東
京
、

二
〇
〇
五

（
141
）
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
編
『
ほ
っ
か
い
ど
う
百
年
物
語
』（
第
六
集
）
一
三
四
〜
一
四
五
頁
、
中
西
出
版
、
札
幌
市
、
二
〇
〇
五
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A
 R

eview
 of B

iographical S
tudies on G

oroji N
ak

agaw
a,

a Japanese P
ioneer of Jennerian Vaccination

A
kitom

o M
AT

SU
K

I

T
he first detailed biographical study of G

oroji N
akagaw

a, a Japanese pioneer of Jennerian vaccination, 
dates back to 1885, w

hen Yotoku O
nuki w

rote his paper on N
akagaw

a after his field survey in the 
 M

atsum
ae district. Since then inform

ation about him
 gradually began to be com

piled by m
edical historians 

as w
ell as local historians. Tatsuo A

be, a pediatrician, studied about N
akagaw

a in depth to publish a m
ono-

graph entitled “G
oroji N

akagaw
a and the Introduction of Vaccination” in 1943, on the 120

th anniversary of 
the first trial of vaccination by him

. T
his m

arked a great progress in the biographical study of N
akagaw

a.
A

t the beginning of the 1960s Sichiro M
urayam

a of Juntendo U
niversity identified one of the tw

o 
 R

ussian books that had been brought back by N
akagaw

a from
 Siberia and he translated it into m

odern 
Japanese. A

t that tim
e the author m

ade extensive bibliographical studies on various m
anuscripts of “Tonka 

H
iketu,” a classical Japanese translation of the R

ussian book by Sadayosi B
aba in 1820. T

he author also 
m

ade a w
ide field survey on burial records and gravestones of the N

akagaw
a’s fam

ily at M
atsum

ae and 
K

aw
auchi w

here N
akagaw

a w
as born and died, and elucidated that N

akagaw
a w

as buried at H
ogenji 

tem
ple at  M

atsum
ae.

T
he m

ost recent advance w
as observed in the beginning of the H

eisei period, w
hen the author edited 

and published three volum
es of “H

okkaido Iji Siryo Shusei” (C
ollected Papers on M

edical C
ulture in 

 H
okkaido) in w

hich alm
ost all the papers and m

anuscripts concerning N
akagaw

a w
hich w

ould be very 
beneficial for investigators w

ere reproduced.
D

uring the past 120 years since 1885 num
erous educational and m

edical historical papers about 
 N

akagaw
a have appeared for the public as w

ell as m
edical historians; how

ever, m
ost of them

 have con-
veyed incorrect inform

ation of his biography, resulting from
 repeated citation of inadequate and erroneous 

references.


